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Derwent Data
Analyzer (DDA)

③ファイルとデータの
操作・機械学習編

データの追加：複数ファイルの統合 ・後からフィールドを追加する
・複数のファイルを結合する

機械学習機能を利用して
類似特許を探す

・特定の特許から近い内容のレコードを探す
・文章入力から、近い内容のレコードを探す

機械学習機能を利用して
自動分類を行う

・教師データの作成
・自動分類

様々な処理： ・Excelへのデータ出力
・シソーラスの活用

様々なデータソースからデータを取り込む ・Web of Science の文献データを取り込む
・Excel形式のデータを取り込む
・データのさらなる整理方法



様々なデータソースからデータを取り込む
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Web of Scienceの学術文献データを取り込む

1

2

4

Web of Science から「テキストで保存」形式を指定してダウンロードします

ファイルを適切な場所に保存

Web of Science、INSPEC等、同じ方法で行うことができます。
エクスポートの方法についての詳細は、Web of Scienceのマニュアルを参照してください。



Web of Scienceの学術文献データを取り込む

1

2 3

WoSのフィルタを選択します。
専用の形式を通して、自動で取り込みます。
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Excel形式のデータをDDAに取り込む

下の例のように、最初の行に各列名があり、2行目以降に各レコードの該当のフィールド情報が入った
形式ファイルであれば利用可能です。
様々なデータベースでダウンロードした情報をDDAにインポートすることが可能です。

【例： Cortellis からダウンロードしたファイル】
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Excel形式のデータをDDAに取り込む
例：Excelデータをインポートする

1

2 インポートするExcelファイルを選択します。
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Excel形式のデータをDDAに取り込む
例：Excelデータをインポートする

3

注)  Field Typeの変更

1つのフィールドに複数値が含まれる場合は、Divide Text を選
択し、Delimiterで区切り文字を指定します。
すると、区切られた値が縦に表示されます。
正しく区切られていることを確認してください。

文章形式の場合は、NLP を指定します。

取り込んだ後からでも行えるので、必ずしもここで行う必要はあ
りません。

Excel中の各フィールドのインポート方
法を選択します。

注) 先頭行の指定

先頭行の各フィールド名が記載されている行を
指定します。
正しく指定されると、下段の表に読み込まれた
各フィールド名が表示されますので、確認してく
ださい。
各フィールドをクリックすると、読み込まれた
次行移行の各データを確認することができます。
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外部ファイルを取り込んだ際に必要となる様々なデータ加工①

【日付 】用途：日付データの形式を変更する、年を取り出す等
例： 日付→年の抽出 出願日から年を取り出す

【区切る】用途：インポート時に複数値の分割を忘れた場合の処理
例： 区切る→パイプ(|)   DWPIマニュアルコード、クラス

【読み取り開始 】用途：必要な部分のみを抜き出す
例： 読取り開始 – 最後の → comma(,) 住所など

【データ編集】
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外部ファイルを取り込んだ際に必要となる様々なデータ加工②

【メタタグ（フィールドの属性）設定】
例：country情報（国コード）をワールドマップの軸に設定したい場合

2

3

属性を設定したいフィールドのメタタグ
エリアを右クリック

属性を選択して右側
に移動させ、OK

1

10

マップの機能やレポートの機能は、メタタグによって、情報の種類
を認識して動いています。
DI, WOS以外の外部からの情報は、メタタグがセットされない
ため、自分でセットする必要があります。以下を設定するとよい
でしょう。
・Country
・Year
・Unique ID
・Person
・Organization



データの追加：複数ファイルの統合

・後からデータを追加する
・後からフィールドを追加する
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データ追加の考え方

フィー
ルドA

フィー
ルドB

フィー
ルドC

フィー
ルドD

Record 1

Record 2

Record 3

Record 4

Record 5

Record 6

Record 7

フィー
ルドA

フィー
ルドF

既存のDDAのデータ

フィールドの追加
→レコードの融合

追加のDDAファイルA 追加のDDAファイルB

融合させるための
レコード一意の共通フィールド
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データの追加
→データセットの融合

DDAでは、最初に取り込んでいなかったデータなども後から取り込み、付け足すことが可能です。



後からデータを追加する（データセットの融合）

1
元のDDAのファイルと追加のデータファイルを
両方開いておきます。

2

13

データの追加
→データセットの融合

データの追加を行います。同じフィールドを持っている必要はなく、異なるデータソースのデータも取り込めます。
例) Derwent Innovationの特許キーワードと文献キーワードを併せて分析する
例） 既存の分析ファイルに新しい年代のデータを追加する
例)  一度にダウンロードできず複数回に分けてダウンロードしたファイルを1つにまとめる



後からデータを追加する（データセットの融合）

3

左のフィールドからマージ対象のフィールドを選択して、
右に入れる。
最終ファイルのフィールドの状況を確認する。

6

最終的にマージする先のファイル
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4 追加するデータが含まれるファイル

5

※作成したあったグループなどは引き継がれます。



後からフィールドを追加する（レコードの融合）

1
元のDDAのファイル（マスターファイル）と追加のデータファイル
（追加フィールド）を両方開いておきます。

2
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フィールドの追加
→レコードの融合

既存のDDAファイルにあるレコードについて、現在のフィールドにはない、新しいデータ項目（フィールド）を追加したいとき
に行います。追加するデータは、予め用意し、DDAのファイルとして用意しておく方法です。
例) Derwent InnovationのデータとCortellisの特許データを併せて分析する
例) 最初に取り込まなかったデータ項目を後から追加する



後からフィールドを追加する（レコードの融合）

5

出来上がりのファイルの
フィールド状態の一覧

共通項フィールド名は
異なっても可だが合わせておくと良い

16

3

左のフィールドからマージ対象のフィールドを選択して、
右に入れる。
最終ファイルのフィールドの状況を確認する。

7

最終的にマージする先のファイル

4 追加するフィールドが含まれるファイル

6

共通項フィールドは、
文字列で完全一致と設定する



レコード融合を利用すると、別々のデータベース情報を掛け合わせた
分析も可能になります

Derwent Innovation=Manual Code x 
Derwent Pharma = Therapy Area

どのような治療分野でどのようなマニュアルコード
のエリアの特許が出ているのかを把握する

Derwent Innovation=Manual Code x 
Derwent Pharma = Action

どのような薬効の特許がどのようなマニュアルコー
ドのエリアに出ているのかを把握する
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機械学習機能を利用して類似特許を探す
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類似特許の検索 類似特許の検索には2つのスタイルがあります。

DDA集合内に存在するレコードの特定の内容に類似する他のレコードを探す

DDA集合内に存在しない内容に類似する他のレコードを探す

ターゲットとなる特許等(複数可)と調査対象の集合を混ぜた集合を作成し、
DDA内で、ターゲットに近い内容のレコードを探してもらう機能。
侵害調査や監視対象の調査など、既存の特許などの類似特許を探す場合に
適しています。

文章(英文)を入力し、それに近い内容を集合から探してもらう機能。
出願前調査など、未公開の文書の類似特許などを探す場合に適しています。

類似特許の検索は、トレーニングフィールドを設定することにより、設定した範囲
内で類似する特許を検索して、類似度スコアを付けて結果を表示する機能で
す。例えば、用途が似ている特許、優位性(効果)が似ている特許、発明内容
が似ている特許など、観点を絞った類似特許の検索が可能です。



機械学習機能利用のための設定

1 メタタグに、トレーニングフィールド として設定されている項目が、機械学習で利用されます。

似ている特許レコードの発見や、分類を行うときの、指標となるフィールドを、トレーニングフィールドのタグを付与
してください。

フィールドで、右クリックして、「メタタグを設定」をクリックすると、設定できます。
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類似特許の検索の機能を利用するには、機械学習をどこのフィールドに基づいて行うのか？を設定する必要があります。



2

1 タイトルウィンドウからダブルクリックして
ターゲットのレコード画面を開きます。

3 類似レコードの最大数（上限）と最低一致
率を入力します。最低一致率を高くすると、類
似度の高いレコードがヒットします。

４
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DDA集合内に存在するレコードの特定の内容に類似する他のレコードを探す

ターゲットが1レコードの場合 ターゲットが複数レコードの場合

1 タイトルウィンドウでターゲットのレコード
を選択。

2
右クリックして「類似レコードを検索」
をクリック。

類似のレコードがパーセンテージとともに、レコード画面の
形式で表示されます。
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DDA集合内に存在しない内容に類似する他のレコードを探す

1

2 条件、テキストなどを入力

3
類似のレコードがパーセンテージとともに、レコード画面の
形式で表示されます。



機械学習機能を利用して自動分類を行う
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Derwent Data Analyzer:自動分類の仕組み

24

機械学習により、カテゴリごとの
ワード/分類の傾向などを
トレーニングフィールドの設定
に応じて把握

学習結果を活かして
まだ未分類のレコードに
カテゴリを付与する

学習
カテゴリ A

カテゴリ A

カテゴリ B カテゴリ B

抄録に cookie, 
cake

抄録に cookie, 
desert

抄録に drink,
beverage 

抄録に drink,
alcohole



1. 機械学習プロセス

Derwent Data Analyzer:自動分類の仕組み
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特許1

a c d 
e h i

m o q   

特許2

a b e 
f g j
k x w 

特許3

a b c 
d f g 
k n i

特許4

b e g 
h m j 
o s t  

分類A

特許5

b a c 
e i j 
x p q   

特許7

d a b 
f e n
y x z 

特許6

a b f  
g k m 
s x w 

特許8

c b e 
f g h 
i s t  

Derwent Data Analyzerが
機械学習により分類毎のワードの傾向を把握

分類B

ユーザーが用意した教師データ
分類分け（分類付与）した特許のテキスト（a,c,b : 
公報、抄録などのワード）

特許1

a c d 
e h i

m o q   

特許2

a b e
f g j
k x w 

特許3

a b c 
d f g 
k n i

特許4

b e g
h m j 
o s t  

分類A 分類B

特許5

b a c 
e i j 
x p q   

特許7

d a b 
f e n
y x z 

特許6

a b f  
g k m 
s x w 

特許8

c b e 
f g h 
i s t  

未分類の特許

分類A 分類B

学習により把握した傾向と同じような傾向を持つ特許を分類分け

2. 分類分け（分類付与）プロセス

学習結果を活用



DDAで教師データを作成して、
自動分類を行う

26



DDAで教師データを作成して、自動分類を行う

1.  分類フィールドを作成

2.  レコード画面で手動でカテゴリを付与(教師データの作成) AとBの方法

(DDAが自動で機械学習していきます…)

3.  残りのレコードに対して自動で分類を付与する

1

3

4

27

2.  トレーニングフィールドの設定2

DDA上で、レコードを分類分けするような作業をする場合、DDA上で独自にフィールドを作成し、分類項目を作成、各レコード
を分類に振り分けていくことが可能です。
更に、一部ユーザーが手動で振り分けた分類の傾向を機械学習により学習し、残りのレコードの分類を自動的に行う機能も付
加されています。



DDAで教師データを作成して、自動分類を行う

1

フィールド名を決める

1.  分類フィールドを作成1

2
選択肢となる分類を決める3
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4

複数選択を許可
このチェックをONにすると、1つのレコードに対し、複数の分類を付与す
ることが可能になります。複数の分類に当てはまる可能性がある場合
は、チェックをONにしておきます。
除外カテゴリを作成
「除外カテゴリ」は教師データの中に学習させたくないものがある場合に、
それらを無視するものとして印を付けるカテゴリです。Disregardと表示
されます。

分類項目がたくさんある場合は、インポート機能
を利用します。
テキストファイルに、分類を改行区切りで入力し
たファイルを作成しておきます。
（※日本語を含む場合は、unicodeで保存）
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DDAで教師データを作成して、自動分類を行う

2.  トレーニングフィールドの設定2

1

2
トレーニング対象とする
フィールドをこちらに移す

3 4

ココからでも同じ画面を
開けます。



DDAで教師データを作成して、自動分類を行う

ユーザーの手作業をDDAが機械学習していきます・・・・

ユーザーによる分類の付与が始まると、その内容にしたがい、自動的に
機械学習が始まります。付与を行えば行うほど、信頼度が向上します。

2.  レコード画面で手動でカテゴリを付与（教師データの作成）3
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A. Smart Trainerを利用する

トレーニングフィールドに指定されている部分のデータが表示されるので、
そこを確認しながら、手動でカテゴリ付与を行っています。

内容を読みながらカテゴリ付与5

6 次へ
7

自動付与へ



◆ 教師データの分類を手動で作成する際、Smart trainerが適当な分類をリアルタイムでレコメンド（推薦）してくれます。これにより、Smart trainerが正
しく学習できているかどうか確認することができます。

◆ 適切な分類がレコメンドされる場合、特徴を捉えて正しく学習していると判断できます。適切な分類がレコメンドされない場合、誤って学習していると判断で
きます。その場合はそれまでの手動による分類作業の見直しや分類の追加など対応が必要になります。

分類のレコメンド：より正確に自動分類できるようにSmart trainerが適当な分類をリアルタイムでレコメンド（推薦）
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Smart trainerがレコメンドした分類が
ハイライトされます。
正しく学習していかどうか目安になります。



DDAで教師データを作成して、自動分類を行う

ユーザーの手作業をDDAが機械学習して
いきます・・・・

ユーザーによる分類の付与が始まると、その内容
にしたがい、自動的に機械学習が始まります。
付与を行えば行うほど、信頼度が向上します。

2.  レコード画面で手動でカテゴリを付与（教師データの作成）3

対象のカテゴリを付与6

検索などから同じカテゴリを付与する
レコードを選択5
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B. レコード画面を使って行う

【複数に一気に付与】

【レコード画面で1レコードずつ付与】

内容を読みながらカテゴリ付与5

6 次へ



DDAで教師データを作成して、自動分類を行う

3.  残りのレコードに対して自動で分類を付与する4

信頼度を確認
ここの数値は、機械学習の結果、どの程度、カテゴリ
間の傾向が明らかになったか？を示します。
※この信頼度を上げるには、トレーニングフィールドを
変更して学習しなおすか、または教師データを見直
します。7

精度目標
精度低めでよりたくさんのレコードをカテゴリに組み
込むか、精度を高くし、Uncategorizedに入る
ものが増えてもよいかの選択です。
精度を高めにすることをお勧めします。

33

9

8

必要に応じて自動付与データをダウンロードまたは再分類7

ダウンロードの方法については、「様々な処理」ー「Excelへのデータ出力」を参照してください。
再分類の方法については、「自動分類結果を用いた再分類」を参照してください。



既存の分類データを利用 (教師データの作成は
DDA外で行う)して、自動分類を行う
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既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

1.  スクリプトのインストールとメニューへの追加

2.  データ(教師データと未分類データ)のDDAへの取り込み

3.  教師データを読み込んで機械学習を行う

1

2

5

3. 分類フィールドの作成3

未分類データへ自動で分類を付与する6

必要に応じて自動付与データをダウンロードまたは再分類7 35

3.  トレーニングフィールドの設定4

既に、自社でカテゴリわけした分類とレコードがある場合は、それをDDAに取り込んで機械学習させることも可能です。
手動で行うのではなく、自動的に取り込んで学習させるスクリプトが用意されていますので、そのスクリプトを使って取り込みを行う方法をご紹介します。



既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

1.  スクリプトのインストールとメニューへの追加1

1

2

ダウンロードページが表示されます。

ダウンロードページが表示されます。

3
Utility – Move Items to Record Classifications.zip
を選択してインストール 36



スクリプトをメニューに追加します

５

6

先ほどダウンロードした
Utility – MoveItems to Record Classifications.vpm
を指定して「開く」

37

4



7

スクリプトをメニューに追加、位置を決めます。
上へ、下へのボタンを使い、わかりやすいところに配置します。また、セパレータを入れておくと分かりやすいです。

8
38



既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

分類済みのデータと未分類のデータを一緒にしたExcelファイルの作り方についてポイントをご紹介します。

行にデータが並んでいる状態で作成してください。

教師データとなる情報と未分類のデータを１つのファイルにしておくとインポートが一回で済みます。
(※教師データと未分類のデータでファイルを分けてある場合、別々に取り込んだ後、マージする方法でも行うことができます (データセットの融合)。)

データ(教師データと未分類データ)のDDAへの取り込み2

分類済みの教師データについては、
既存の分類を入力した状態にします。
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既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

1

フィールド名を決める

分類フィールドの作成３

2
選択肢となる分類を決める3

40

4

複数選択を許可
このチェックをONにすると、1つのレコードに対し、複数の分類を付与す
ることが可能になります。複数の分類に当てはまる可能性がある場合
は、チェックをONにしておきます。
除外カテゴリを作成
「除外カテゴリ」は教師データの中に学習させたくないものがある場合に、
それらを無視するものとして印を付けるカテゴリです。Disregardと表示
されます。

分類項目がたくさんある場合は、インポート機能
を利用します。
テキストファイルに、分類を改行区切りで入力し
たファイルを作成しておきます。
（※日本語を含む場合は、unicodeで保存）



既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

トレーニングフィールドの設定4

41

1

2
トレーニング対象とする
フィールドをこちらに移す

3 4

ココからでも同じ画面を
開けます。



既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

教師データを読み込んで機械学習を行う5

1

2
学習させる分類のフィールド
を選択してOK

3
自動分類させる先のフィールドを
選択してOK
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既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

トレーニングフィールドに基づき、機械学習が行われ、教師データになっているレコードが各分類のところに
チェックがついた状態になります。

レコード画面を開くと、機械学習結果の信頼性も確認することができます。
赤→黄→緑 の順に信頼性が色分けされています。
緑になっていれば、かなりの信頼ある学習結果が得られていることを示します。

※精度を上げるためには、トレーニングフィールド、または教師データを
見直してみます。
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7

既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

未分類データへ自動で分類を付与する6

44

機械学習した内容で、自動で未分類のレコードを分類にカテゴライズします。
多くの手間がかかっていた分類付与を機械学習によって大幅に短縮することが可能です。

信頼度を確認
ここの数値は、機械学習の結果、どの程
度、カテゴリ間の傾向が明らかになった
か？を示します。
※この信頼度を上げるには、トレーニング
フィールドを変更して学習しなおすか、また
は教師データを見直します。

精度目標
精度低めでよりたくさんのレコードをカテゴリに組み込むか、
精度を高くし、Uncategorizedに入るものが増えてもよ
いかの選択です。
精度高めにすることをお勧めします。

9

8



既存の分類データを利用 (教師データの作成はDDA外で行う)して、自動分類を行う

自動分類が終了し、すべてのレコードに対し、分類が付与された状態になります。

どこにも属さないと思われるものには、[Unclassified]が付与されています。

レコード画面を開くと、文章を読みながら、付与された分類を
確認することができます。

45

必要に応じて自動付与データをダウンロード
または再分類

7

ダウンロードの方法については、「様々な処理」ー「Excelへのデータ出力」を参照してください。
再分類の方法については、「自動分類結果を用いた再分類」を参照してください。



自動分類結果を用いた再分類
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606件のうち、256件を教師データとして分類コードを付与

自動分類前

自動分類後(１回目)

自動分類後(2回目)

606件のうち、506件を分類
(Unclassified除く）
※分類精度目標：高

606件のうち、561件を分類
(Unclassified除く）
※分類精度目標：高

自動分類の結果をもとに再分類を行うことで、
Unclassifiedを削減

自動分類結果による再分類 -概要-
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自動分類結果による再分類 -手順-

1. １回目自動分類後の結果をみてUnclassifiedに分類を付与

2. 自動分類結果グループをフィールド化

3. 手順４でインポートして作成した分類カテゴリで再分類を行う

1

2

5

3. 自動クラシファイア設定から１回目の自動分類の結果をエクスポート3

再度の自動分類を実施6

3. 手順３でエクスポートしたファイルをインポートし、分類カテゴリを作成4
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※手順１は必須ではありません。より正確な分類やUnclassifiedを多く削減する場合は実
施すると有用です。

（手動分類付与方法①）
付与する際、フレーズ分解した文章（例では新規性:NLP/フレーズ）×自動分類した結果
のマトリクスを作成し、
Unclassifiedの案件をクリックし、タイトルウィドウから該当案件を選択した状態で右クリックす
るとレコード分類の画面が表示され、キーワードを見ながら分類を検討できるので便利です。

マトリクス（フレーズ×自動分類結果）
タイトルウィンドウ

右クリック

Unclassifiedのものに
他の分類を付与します

1 １回目自動分類後の結果をみてUnclassifiedに分類を付与
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（手動分類付与方法②）
Unclassifiedのレコードビューを開き、各レコードの詳細内容を確認しながらレコードビュー
左端にある分類を設定できます。

（手動分類付与方法③）
“解析”の“レコード分類”の“Smart Trainer”をクリックすると教師データや自動分類結果でどのようなキーワードによって、
分類カテゴリが付与されているのか参照しながら画面左端にある分類を設定できます。



１回目の自動分類結果をもとにフィールドが
作成されます

51

2 自動分類結果グループをフィールド化

1

Unclassified以外にチェックします3

自動分類のレコード分類フィールドを選択します2
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ナレッジベースをエクスポートをクリックし、
エクスポートするフィールドを選択します。

気になる分類フィールドをクリックすると
各カテゴリへの分類比率を確認できます。

3. 自動クラシファイア設定から１回目の自動分類の結果をエクスポート3

1

2

3 エクスポートするフィールド

4 エクスポートしたデータを拡張子vpkbで保存します。
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3. 手順３でエクスポートしたファイルをインポートし、分類カテゴリを作成4

1 手順3でエクスポートしたファイルをインポートします。

2 インポートが完了するとインポートした分類フィールドが作成されます。

インポートした分類フィールドは分類が
されていないので分類0%、レコード数
0となっています。
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3. 手順４でインポートして作成した分類カテゴリで再分類を行う5

1

2 手順２で作成したフィールドを選択します。 3
手順４でインポートした(インポート済)フィールドを選択
します。
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再度の自動分類を実施6

2

自動分類後の手順４で作成した分類カテゴリへの分類結果を
自動クラシファイア設定で確認することができます。

3

自動的にレコードの分類画面が開くので、手順４でインポートした
分類カテゴリを選択し、精度目標を設定し、分類開始をクリックします。

1



様々な処理：

・Excelへのデータ出力
・シソーラスの活用

56



Excelへのデータ出力

1

3

出力したいデータの範囲がある場合、
範囲を選択。
全レコードの場合は、必要ありません。

2

57

DDA上で様々データ整理・編集、グループ分け等を行ったデータは、他でも利用できるよう、CSV形式でExcelに
出力することができます。



Excelへのデータ出力

7

5
デフォルトの出力内容が表示されて
います。※変更する場合は[7]へ。

ファイル形式を選択します。
通常、カンマ区切りで問題ありません。

8
エクスポートする項目を選択
左：エクスポート可能な項目
右：エクスポート項目

9 順序を編集

10

自動分類
結果の出力時
はチェックON

6
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出力したデータは、再度DDAで分析作業を行うために、DDAに取り込むことが可能です。CSVファイルをExcel形式で
保存します。 ※自動分類（レコードの分類）を含んで出力する場合は、CSVファイルのみ対応しています。
DDAにインポートする際は、File➔Import Database Table(Excel, Access, etc)メニューを利用し、Excelからの
DDAインポートを行います。



◆ Tableau や PowerBIへデータをインポートるためのエクスポートフォーマットを追加

エクスポートフォーマットTableauとPowerBIを追加

Ver.12 New!
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シソーラスの活用
シソーラスの独自編集

エディターを使用したシソーラスの編集

テキストエディタでのシソーラスの編集
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シソーラスエディタは、自分でシソーラスファイルを編集できる機能です。自分用にシソーラスを作成しておくと、次回以降の分析
時に適用することで、文章・企業名などのデータ整理を簡単に素早く行うことが可能になります。シソーラスは、エディタを利用して
編集することもできますし、テキストファイルでファイルを開いて編集することもできます。



シソーラスの活用
シソーラスの独自編集

クリーニング作業で保存したシソーラスは、テキストエディタで開いて編集することができます。
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^ = 単語の最初がこの文字から始まる
という指定

$ = 単語の最後がこの文字で終わる
という指定



文字列処理を行いやすくするシソーラスの活用

【データ編集】→【シソーラス】➔【検索と置換】
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【作成したシソーラス例】

出願人名の処理や文字列の処理を行う際、-（ハイフン）の有無や語尾の違いなど、様々なバラつきがあり、
まとめることが難しい場合があります。
シソーラスを作成して、検索と置換を利用することにより、統一表記に書き換えてしまうことができるので、そのバラつきを
統制することができます。その後で、クリーニング等の処理を行うことにより、素早く正確に適切な単語の抽出を行うことができます。
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